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改革改善
の考え方

①問題
点

幹線道路の大規模な舗装補修が必要となってきている。

②改革
提案

予算拡大
市道の維持管理方針により点検修繕を行う。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

舗装補修を行い市道の供用性能を維持することができた。

総事業費①+② 207,307 197,194 206,378 196,910

1,990 1,990

臨時職員所要時間 2,000 2,000

一般財源 198,041 197,194 197,112 196,910

人件費計（千円）② 9,266 9,266

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 198,041 197,194 197,112 196,910

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　道路舗装補修工事（オーバーレイ・舗装打ち替え・部分補修等）
　　（上下水道工事関連含む）
２　電源立地地域対策等交付金
３　区画線（白線）補修工事

１　補修工事数

２　補修工事数
３　白線補修延長

１　　　　　203カ所

２　　　　　　１カ所
３　　　　　5,192m

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

破損した舗装か所や老朽化した舗装を補修し、安全な交通の確保と、沿道住民の住環境の保全を図る。

成果
指標

舗装補修実施か所数：か所 250 204 200 200

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市内の移動に不便を感じる市民の割合(道路)：％

舗装延長：km（管理係資料による） 1324

意図（どういう状態
にするか）

道路舗装の不良か所を補修することにより、安全で円滑
な交通を確保する。

目
的

対象（誰・何を） 舗装済市道

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 44 交通機関と道路の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 土木課 H27係等名 維持係 H26係等名 維持係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 道路舗装補修事業

会計 一般会計
34 202

事業種別 政策

4 施策№ 44 事業№


